


































途）によって」（これは「手段・道具」を表す奪格ablative of means or instrumentの用法）、そ
してvitaeは「生（人生、生命）」を意味する女性名詞vitaの単数属格（英文法でいえば所有格）



























































































































































































































































確認できる。そこでも、ラテン語文に英訳を併記するかたちで“Veritas Via Vitae－Truth, The 
Way Of Life”と記されている13）。紙数の都合で割愛するが、ウェッブサイトで語句検索をかけ
てみると、この銘文を“Truth, the Way of Life”と説明している例が他にもいくつも見つかる。

































および形容詞と共に用いる形がある。（例）“aggere  et cratibus fossas explant”（「彼らは土と束柴で
塹壕を満たす」カエサル『ガリア戦記』7.86）。また「手段・道具」の奪格はutor（使う）、fruor（享
受する）、fungor（執り行う）、potior（獲得する）、vescor（食べる）といった形式所相動詞（およ
びそれらの複合動詞）と共に使われる（Allen & Greenough’s New Latin Grammar, §408-409）。『オク
スフォード・ラテン語辞典』（The Oxford Latin Dictionary）でuia（＝via）の項目を見ると、「8（属
格と共に）達成・到達の方途、道」「9 ある目的の達成のための手段、方便」の語義が示され、後者

















その意味をパラフレーズすることは難しいが、これの英訳はTRUTH THE WAY OF LIFE（真理
は生命の道／真実は人生の道）となっている」と書いている。フランス文学者であるがゆえに、英
語のviaの用例に影響されていないのだと思われる。
12）James Fairbairn, Fairbairn’s Book of Crests of the Families of Great Britain and Ireland, 2 vols., 4th ed. 
(London: T. C. & E. C. Jack, 1905), Vol. 1, Part Ⅱ, “(1.) Mottoes,” p. 87. 以下のウェッブサイトより
PDF版で確認。アクセス日、2013年10月30日。<http://archive.org/details/fairbairnsbookof01fair>.
13）The Homepage of Overthorpe Preparatory School. アクセス日、2013年10月30日。<http://www.
overthorpe-school.co.uk/syllabus.shtml>. 他に、フィリピンのネグロス・オリエンタル州が印章に
VERITAS VIA VITAEを銘として採り入れている。<http://www.negor.gov.ph/>. アクセス日、
2013年10月30日。
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